
徳島東部都市計画地区計画の決定（阿南市決定）  

 

都市計画才見町旭越山・落雷裏地区計画を次のように決定する。  

名      称  才見町旭越山・落雷裏地区計画  

位      置  阿南市才見町旭越山及び落雷裏の各一部  

面      積  約３．６ｈａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 区 計 画 の 目 標  

 本地区はＪＲ阿南駅より南東約２ｋｍに位置

し、小高い山に囲まれ、西側には近接して南北

方向に国道５５号阿南道路が通り、良好なアク

セス道路も整備され、自然環境や交通条件に恵

まれた地区である。  

 このような条件を活かして、地区の高台は民

間の技術先端型業種等の工業系の土地利用が行

われていることから、環境負荷の比較的少ない

工業地としての適正な土地利用を図り、地区西

側は、緑地等を適正に維持管理し、周辺環境と

調和した住宅地としての土地利用を誘導する。  

 

土 地 利 用 の 方 針  

 周辺の良好な自然環境等の保護に配慮しなが

ら、工業系の適正な土地利用を図りつつ、地区

内の緑地等の維持管理を適正に行い、ゆとりと

緑あふれる居住環境を創出し、職住近接の土地

利用を図る。  

 

地区施設の整備方針  

 良好な職住近接の街区を形成するため、地区

内の道路及び緑地等はその機能が損なわれない

よう適正な維持管理を行う。  

 

建 築 物 の 整 備 方 針 

 地区計画の目標及び土地利用の方針に照らし

て、工業地としての機能増進及び良好な居住環

境を創出するため、建築物の用途の制限、建築

物の敷地面積の最低限度、敷地の空地の確保規

制及び周辺の景観への配慮を定める。  

 

 

 

 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

位    置  阿南市才見町旭越山及び落雷裏の各一部  

面    積  約３．６ｈａ  

 

地区施設の配置及

び規模  

道路  幅  員  延  長  備  考  

8.2m  166.5m  

緑地  面  積  

約 1.3ha 

 地区の区分  工業地区  住居地区  

地区の面積  約 1.6ha 約 0.5ha 

 

建築物の用途

の制限  

次に掲げる建築物は、

建築してはならない。  

⑴  建築基準法（昭和２

５年法律第２０１号）

別表第２（ほ）の項第

２号及び第３号に掲げ

るもの  

⑵建築基準法別表第２

（ぬ）の項に掲げるも

の  

⑶建築基準法別表第２

（わ）の項に掲げるも

の  

⑷共同住宅及び長屋  

⑸学校、病院及び社会福

祉施設  

⑹葬祭場その他これに

類するもの  

⑺劇場、映画館、演芸場

又は観覧場  

⑻風俗営業等の規制及

び業務の適正化等に関

する法律（昭和２３年

法律第１２２号）第２

条第１項に規定する風

俗営業、同条第６項に

建 築 基 準 法 別 表 第 ２

（い）の項に掲げる用途

（共同住宅、長屋、学校

及 び 社 会 福 祉 施 設 を 除

く。）以外の建築物は、

建築してはならない。  

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 



規定する店舗型性風俗

特殊営業又は同条第９

項に規定する店舗型電

話異性紹介営業の用に

供するもの  

敷地面積の最

低限度  

 

５００㎡  

 

１６５㎡  

建築物の建ぺ

い率の最高限

度  

 

６／１０  

建築物等の形

態及び意匠の

制限  

建築物の屋根や外壁等の色彩は、周辺の自然環

境と調和した落ち着いた色彩を基調とし、周辺の

景観に配慮するものとする。  

適用の除外  次の各号に該当する場合は、適用を除外する。  

⑴農業、林業若しくは漁業の用に供する建築物又

はこれらの業務を営む者の居住の用に供する建

築物の建築の用に供する目的で行う場合  

⑵現に存する建築物及び工作物に限るものとし、

改築を含む。  

⑶市長が公共公益その他やむを得ない事情がある

と認めた場合  

土地の

利用に

関する

事項  

現存する

樹林地、

草地等で

良好な居

住環境の

確保に必

要なもの

の保全を

図るため

の制限  

計画図に表示する緑地及び法面等は、良好な居

住環境等を確保するため、建築物の建築又は工作

物の建設をしてはならない。ただし、次の各号に

該当する場合は、この限りでない。  

⑴現に存する建築物及び工作物・鉄塔の通常の維

持管理（増強建替・保全措置等を含む。）等その機

能を維持することを目的として行う場合  

⑵市長が公共公益その他やむを得ない事情がある

と認めた場合  

「区域は計画図表示のとおり」  

 

理由  

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 



 本地区の自然環境条件及び交通条件を生かして、工業系の土地利用を図り

つつ、緑地等の維持管理を適正に行い、良好な居住環境を創出し、職住近接

型の土地利用を図るため、地区計画を決定する。  
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